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１．はじめに 

 日本の森林は降水量の多い山岳地域に主に分布しており（澤野ら、2005）、下流への水資源の供

給に大きな役割を果たしている。特に積雪のある森林流域では、融雪に伴う流出量の増加が田植え

時の水資源供給に大きく寄与しているといわれている。（研）森林総合研究所では、群馬県みなか

み町の宝川森林理水試験地で 1937 年以来、降水量・流出量の観測を行っている。これらのデータ

を用いて、積雪地域の森林流域からの流出量の季節変動を報告する。 

２．試験地と使用データ 

 宝川森林理水試験地（東経 139°01’、北緯 36°51’）は群馬県みなかみ町大字藤原大利根国有林

内に位置し、本流（流域面積：1905.7ha、標高：805～1,945m）および初沢（流域面積：117.9ha、

標高：810～1,380m）の２流域と、両流域の末端付近にある気象観測露場（標高 820m）で構成さ

れる。これまでの観測データの一部は、森林総合研究所研究報告などで公開されている。そのうち、

本報告では本流流域からの月流出量と気象露場における月降水量のデータを扱う。1958 年以降の

降水量観測記録は夏季のみの値となっているので、1977 年 11 月から観測データが公開されている

藤原アメダス（東経 139°04’、北緯 36°52’、標高 700m）での月降水量も合わせて用いる。 

  

３．結果と考察 

雪に関連した季節区分 1937 年 11 月～1990 年 10 月の月降水量と月流出量の間の相関関係から、

積雪期、融雪期、無雪期の区分を行った。積雪期には降雪が流域内に貯留され、融雪期には貯留さ

れていた雪が解けて流出する。そのため、無雪期に比べて月降水量と月流出量の間の相関が弱くな

ると考えられる。また流出量は相対的に積雪期には小さく、融雪期には大きくなると考えられる。

月降水量と月流出量を比較した結果（例を図１に示す）、両者に相関が認められた 7～11 月を無雪

期とした。また、両者に相関が認めらなかった 12～6 月のうち、月降水量に対する月流出量の値が

概ね半分以下である 12～3 月を積雪期、概ね 2 倍以上である 4～6 月を融雪期とした。これを踏ま

えて本報告では 1 水年期間を前年 12 月から本年 11 月までとした。例えば 2000 年の年間値は、

1999 年 12 月～2000 年 11 月の積算値である。なお無積雪期における例として示した 10 月におけ

る月降水量と月流出量の直線近似式の傾きは 1.1 以上と大きな値となった。宝川本流流域には大き

な標高差があり、標高が高いほど降水量が多い傾向にあること（谷ら、1989）から、流域末端の気

象露場における観測値が流域全体を代表していないためと考えられる。 

流出量と降水量の季節変動特性 月降水量と月流出量の季節変動を、3 又は 4 期間の平均値として

示した（図２）。月降水量のうち、1958 年以降の値は藤原アメダスのデータであるため、期間ごと

の比較には注意が必要である。また年間流出量が年間降水量を上回るのは、前述の通り気象露場に

おける観測値が流域全体の代表値とはいえないことに起因している。 
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1938-1957 1959-1977 1978-1990 2012-2015
1938-1957
（露場）

1978-1990
（藤原アメダス)

2012-2015
（藤原アメダス)

年間流出量 2929.07 3000.08 3396.91 2527.90 年間降水量 2123.01 1794.62 1639.38

積雪期流出量 160.22 191.60 194.67 245.71 積雪期降水量 814.17 658.23 631.63

占有率（％） 5 6 6 10 占有率（％） 38 37 39

融雪期流出量 1966.12 1969.75 2202.03 1681.88 融雪期降水量 423.97 375.69 282.38

占有率（％） 67 66 65 67 占有率（％） 20 21 17

それぞれの期間内において、年間値に対する積雪期、融雪期の値の割合を表１に示す。積雪期と

融雪期における降水量は、年間値のそれぞれ 37～39％と 17～21％を占めた。それに対し積雪期と

融雪期における流出量は、年間値のそれぞれ 5～10％と 65～67％であった。融雪期の降水量は年

間値の 5 分の 1 程度であるのに対し、流出量は年間値の約 3 分の 2 を占めている。このことは、積

雪・融雪過程がなければ融雪期である 4～6 月の水資源供給量が大きく減少することを示している。

山岳地域における積雪・融雪過程が、田植え時の水資源供給で大きな役割を果たしていることが、

本データからも再確認できたといえる。 
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図１ 月降水量と月流出量の比較例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 月降水量と月流出量の季節変動 

 

表 1 積雪期（11～3 月）と融雪期（4～6 月）の降水量と流出量が年間値に占める割合 
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